
宍粟総合病院

急性期病棟

地域包括ケア病棟

高度急性期医療機関

よ
び
回
復
期
病
床
が
不
足
す
る
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

求
め
ら
れ
る
病
床
機
能
は

　
市
が
進
め
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
※

を
支
え
る
基
幹
病
院
の
役
割
を
担

う
た
め
、
病
床
機
能
と
し
て
は
入
院
が

必
要
な
患
者
を
確
実
に
受
け
入
れ
る
こ

と
や
、
県
立
は
り
ま
姫
路
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
（
愛
称
・
は
り
姫
）
な
ど
の
高

度
急
性
期
医
療
機
関
か
ら
在
宅
復
帰
に

向
け
た
患
者
の
受
入
れ
に
も
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
西
播
磨
北
部
地
域

に
お
け
る
拠
点
病
院
（
特
定
中
核
病
院
）

と
し
て
、
緊
急
性
の
高
い
患
者
の
受
け

入
れ
や
手
術
に
対
応
で
き
る
体
制
づ
く

り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
急
性
期
か
ら

在
宅
に
向
け
た
回
復
期
の
医
療
を
提
供

す
る
役
割
を
果
た
す
た
め
の
病
床
機
能

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
今
後
、
患
者
数

の
変
化
や
近
隣
の
医
療
機
関
の
状
況
な

ど
環
境
に
著
し
い
変
化
が
あ
っ
た
場
合

は
、
必
要
に
応
じ
て
病
床
機
能
や
病
床

数
を
見
直
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

表１　新病院の機能別病床数

病床機能 病棟区分 A：現在の
　 病床数

B：新病院の
　 病床数

B－A：
現行との増減

急性期病棟
小児・周産期 40床 30 床 ▲ 10 床
上記以外 55床 40 床 ▲ 15 床

地域包括ケア病棟
一般 1 42 床 50 床 ＋8床
一般 2 42 床 50 床 ＋8床

合計 ４病棟 179 床 170 床 ▲ 9床

続
け
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
受
療
率

の
高
い
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
に
は

18
年
後
の
令
和
22
年
ま
で
大
幅
な
変
動

は
な
く
、
そ
の
後
、
段
階
的
に
減
少
し

て
い
く
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

急
性
期
病
床
は
過
剰
、

回
復
期
病
床
は
不
足
を
見
込
む

　
現
在
、
総
合
病
院
の
医
療
提
供
体
制

で
は
、
す
べ
て
の
病
院
機
能
を
受
け
持

つ
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
周
辺
の
病

院
や
診
療
所
な
ど
と
の
機
能
分
化
と
連

携
に
よ
り
地
域
医
療
を
維
持
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
県
の
地
域
医

療
構
想
で
は
、
限
ら
れ
た
医
師
や
看
護

師
な
ど
の
医
療
資
源
を
最
大
限
効
率
的

に
活
用
し
、
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す

る
た
め
、
地
域
ご
と
に
必
要
と
な
る
機

能
別
の
病
床
数
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
宍
粟
市
は
、
中
播
磨
地
域
と
西
播

磨
地
域
を
含
む
播
磨
姫
路
圏
域
の
「
西

播
磨
地
域
医
療
構
想
区
域
」
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
区
域
で
は
表

２
の
と
お
り
令
和
７
年
度
時
点
に
お
い

て
、
急
性
期
病
床
お
よ
び
慢
性
期
病
床

が
過
剰
と
な
り
、
高
度
急
性
期
病
床
お

病
床
機
能
を
見
直
し
た
上
で

病
床
数
１
７
０
床
に

　
病
床
数
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
患
者

数
の
状
況
も
踏
ま
え
、
表
１
の
と
お
り

病
気
や
け
が
に
よ
る
症
状
が
不
安
定

な
急
性
期
の
患
者
に
対
し
、
状
態
の

早
期
安
定
化
に
向
け
て
医
療
を
提
供
す

る
「
急
性
期
病
床
」
を
現
在
の
95
床
か

ら
25
床
減
ら
し
70
床
に
、
急
性
期
を
脱

し
た
患
者
の
在
宅
に
向
け
た
機
能
回
復

を
図
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
」
を
現

在
の
84
床
か
ら
16
床
増
や
し
１
０
０
床

に
、
全
体
で
は
１
７
０
床
に
な
る
計
画

で
す
。
現
状
の
１
７
９
床
か
ら
９
床
減

り
ま
す
が
、
受
入
入
院
患
者
の
見
込
数

と
同
程
度
に
な
り
ま
す
。
今
回
、
急
性

期
病
棟
と
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
病
床

数
で
大
き
く
割
合
が
変
化
し
ま
す
が
、

将
来
の
医
療
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
の
機

能
変
更
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

受
療
率
の
高
い
65
歳
以
上
の

高
齢
者
人
口
の
見
通
し
は

　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

の
将
来
人
口
推
計
（
平
成
29
年
推
計
）

に
よ
る
と
、
市
の
人
口
は
今
後
減
少
を

シリーズ
新病院のカタチ

求められる病床機能
カギは“病床数”
　新病院の整備を進めるうえで、最も重要とされる「病床機能」。それを支える病床数が
カギとなります。今月は病床数が決定した背景と求められる機能を紹介します。

次回のテーマは「事業収支シミュレーション」です。

vol.3

入院

紹介

逆紹介

退院

入院から退院までの流れ

県立はりま姫路総合医療
センター、姫路赤十字病
院など

※高齢者が住み慣れた地域で生きがいをもち、安心して暮らせるよう
住まい・医療・介護・予防・生活支援を一体的に提供する仕組み

資料：「平成30年兵庫県地域医療構想」より抜粋

表２　播磨姫路西播磨地域の必要病床数の推計（令和７年度時点）

構想区域 区分 高度急性期※1 急性期※2 回復期※3 慢性期※4

播磨姫路
西播磨地域

A 必要病床数推計値
　（令和７年） 145 床 708 床 900 床 468 床

B 稼働病床数
　（平成 30年） 128 床 1311 床 428 床 609 床

（B－A） 過不足 17 床不足 603床過剰 472 床不足 141 床過剰
※1 急性期の患者に対し状態の早期安定化に向け、特に高度な医療を提供
※2 急性発症した疾病や外傷などを治療
※3 急性期を脱し在宅復帰に向け医療やリハビリを行う
※4 長期的な治療と向き合う

救急搬送

外来

紹介
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